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医療法人錦秀会 阪和第二病院の新型コロナウイルス感染症専用病院化について



【経緯】
令和２年４月　医療法人錦秀会から「阪和第二病院」を新型コロナウイルス感染症患者受入れ専用病院として協力できる旨の申し出があり、新型コロナ重点医療機関として検討を開始

【新型コロナ専用病院化に向けて】
	現　　　　状
	
	新型コロナ重点医療機関

	阪和第二病院
	（診療科）内科
（病床数）114床
（病棟編成）療養病床114床（3病棟）
（入院患者数）114人（R2.5.1現在）
（医師数）2人
（看護師数）44人（20:1）
	＊法人内（６病院）で人的サポートを行う
＊現入院患者の転院・退院調整は法人内で行う

	新型コロナウイルス感染症専用
　〈体制については検討中〉
　　・軽症の高齢患者中心
・スタッフ体制等を考慮し、運用開始当初は24床から稼働予定



【新型コロナ専用病院化への課題と対応】
〈ハード面に関すること〉
　○病院の感染防止対策工事
　　▷ゾーニングのための仕切り等
　　　　⇒　ゾーニング方法について、専門家の意見を聞き患者転院完了後に着工予定
　○新型コロナウイルス感染症患者の受入れ体制
　　▷医療機器等の整備
　　　　⇒　運用開始までの整備に向けて調整中
　　▷感染防止対策資器材の確保
　　　　⇒　当面の資器材については発注済み

〈ソフト面に関すること〉
　○現在の入院患者の転院先の確保
　　▷入院患者数114人（R2.5.1現在）
　　　　⇒　法人内病院への転送（現在対応中）
　○新型コロナウイルス感染症患者の受入れ体制
　　▷医師・看護師等医療スタッフの確保
　　　　⇒　法人内病院のスタッフでの対応
　　▷医師・看護師等医療スタッフに対する感染対策訓練
　　　　⇒　研修訓練を実施予定
　　　　　　現受入れ病院への見学（今後調整）









· ソフト、ハード面ともに、大阪府において可能な限り支援を行う。

【新型コロナ専用病院化に向けたスケジュール】
	５月１日（金）
	新規入院の休止

	5月11日（月）
	転院／退院調整を開始

	5月20日（水）
	転院／退院調整を完了予定

	5月21日（木）
	新型コロナ専用病院化に向けた施設・設備整備を開始予定

	６月上旬（予定）
	新型コロナ専用病院として運用開始



